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「昭和」という時代―「生きる」とはいかなることか― 
静岡文化芸術大学シンポジウム開催について 

———————————————————————————————————————————————— 
 

静岡文化芸術大学では、シンポジウム「昭和」という時代―「生きる」とはいかなることか―を開催します。 

「生きる」とはいかなることか。戦争、敗戦後の価値観の転換、高度経済成長など、人びとが大きな変化の中を生き

た「昭和」という時代を振り返りながら、人が「生きる」ということの意味を考えるシンポジウムです。 

 歴史・文学・芸術・教育・産業の視点から「昭和」を再検討し、人が「生きる」とはいかなることなのかを世代を超え

て考える機会とします。 

 

■開催概要 

「昭和」という時代―「生きる」とはいかなることか― 

【日  時】 2026 年１１月 14 日（土）  

12 時 30 分開場・受付開始／13 時開始（17 時終了予定） 

【会  場】 静岡文化芸術大学 南２７８大講義室（浜松市中央区中央 2-1-1） 

【対  象】 一般 （どなたでもご参加いただけます。） 

【参加費】 無料 

【申  込】 事前申込制  

11 月 13 日（金）までに、チラシの二次元コードまたは大学公式 web サイト掲載の申込フォームから 

お申し込みください。 

（注）上限人数に達した場合、締切より早く申込の受付を終了する場合があります。 

【主  催】 静岡文化芸術大学 地域連携センター 

【プログラム】  

第 1 部 戦争と昭和 

「学鷲の戦後小説―若き『近代文学』派・原通久の文学とその背景―」  

宮崎千穂（国際文化学科 准教授）  

 

「いかに『神』に問いかけるか―戦後日本演劇に描かれた天皇への問いかけ―」  

稲山玲（芸術文化学科 准教授）  

 
(裏面もご覧ください。) 
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「一人の海軍整備兵の戦争―大村金次の手紙から―」  

田平寛太（国際文化学科 2 年） 

 

「第二次世界大戦をめぐる日・フィリピン歴史教育の比較―戦争の記憶と歴史認識に着目して―」  

尾杉はな（国際文化学科 2 年）  

 

第 2 部 昭和の産業と文化 

「捕ることと撮ること―戦後捕鯨（船団）の象徴性をめぐって―」  

加藤 裕治（文化政策学科 教授）  

 

「貨物列車が支えた風景―昭和という時代の物流とくらしの変容―」 

         馬渕斎（国際文化学科 2 年） 

 

「静岡における茶教育の歴史と今後の展望」  

中村優奈（文化政策学部 国際文化学科 2 年）   

 

■連携企画 展示「みんなの電話」（静岡文化芸術大学図書館・情報センター） 

11 月 30 日（月）まで、図書館にて昭和の電話をご覧いただけます。 

図書館・情報センターの利用者カードをお持ちでない方は、入館ゲートのインターホンでお知らせくだ

さい。カウンターで所定の様式に必要事項を記入していただければ、館内の展示をご覧いただけます。 

 






